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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 12 条第】 項の 規定に 基づき， 社団法人 日本 シャッター • ドア 協会 （JSDA) 
Z 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 
日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 国土 交通 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 これによ つて， JISA 
1313: 1995 は 改正され， この 規格に 置き換えられる。 

この 規格の 一部が， 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 
実用新案 登録 出願に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 国土 交通 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 
は， このような 技術的 性質 を もつ 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権， 又は 出願 公開 後の 実用 新 
案 登録 出願に かかわる 確認に ついて， 責任 はもたない。 



(1) 



著作権法に よ り 無断での 複製， ）私載 等 は 禁止 さ れ ており ま す。 
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著作権法 によ り 無断での 複製， fe« 等 は 禁止され ており ます。 



日本工業規格 

防火 シャツ 夕 一の 検査 標準 

Inspection standard of rolling fire doors 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 建築物 及び 工作物に 設置され た 防火 シャッターの 機能 を 検査す るた め， 検査 

項 目 ， 検査 方法 及 び 判定 基準 について 規定す る 。 

2. 引用 規格 次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す 
る。 これらの 引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIS C 1302 絶縁抵抗 計 

3. 検査 項目 検査 項目 は， 次に よる。 

a) しゅ んェ 検査 し ゆ んェ 検査で は， 設計図 書 に 記載して いる 各項 目に 合致して いるか ど うか を 検査す 
る ほ 力、 4. に 規定す る 全 項目に ついて 検査す る （付表 1 参照）。 

b) 定期 検査 維持 管理の ための 定期 検査で は， 4. に 規定す る 4.1 以外の 全 項目に ついて 検査す る。 

4. 検査 方法 及び 判定 基準 

4.1 しゅん ェ 時の 寸法 検査 しゅん ェ 時の 寸法 検^ は， 次に よる。 

a) 内の り 幅の 寸法 許容 差 及び かみ 合わせ 長さ 左右 合計 は， 表 1 による。 



表 1 内の り 幅の 寸法 許容 差 及び かみ 合わせ 長さ 左右 合計 

単位 mm 



シャツ ター 内の り 幅 欄 


内の り 幅 寸法 許容 差 


かみ 合わせ 長さ 左右 合計 


片側の 最低 かみ 合わせ 長さ 


3.0 以下 


±4 


90 以上 


20 以上 


3.0 を 超え 5.0 以下 


100 以上 


5.0 を 超え 8.0 以下 


120 以上 



b) スラッ 卜と ガイド レールの かみ 合わせ 長さ は， 表 1 の 寸法と する。 

c) ガイ ドレールの 溝 幅の 寸法 許容 差 は， 図面 寸法に 対し 土 2mm とする。 
4.2 取 付け 状態の 検査 

4.2.1 開放され た 状態で 行う 検査 開放され た 状態で 行う 検査 は， 次に よる。 

a) まぐ さ 及び ガイド レール は， 曲がり 及び 損傷が なく， かつ， ガイド レールに は， 開閉の 支障と なる 障 



害 物がない。 

b) 遮 煙 機構 を もつ まぐ さ 及び ガイド レール は， 摩耗， 損傷 及び 変形がない。 

c) 座 板 は， まぐ さに 対して 良好な 納まり 状態で ある。 

d) 手動 閉鎖 装置 は， シャッターの 近くに あり， 操作 は 容易で， 使用方法の 表示が ある。 
4.2.2 閉鎖され た 状態で 行う 検査 閉鎖され た 状態で 行う 検査 は， 次に よる。 

a) ス ラット 及び 座 板 は， 曲がり， 変形， 損傷 及び さびの 発生がない。 
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b) 遮 煙 装置 を もつ まぐ さ 又は ガイド レールに は， 遮 煙 上 有害な すき 間がない。 

c) 座 板 は， 床 面に 均等に 接して いる。 

d) まぐ さと ガイド レールの 接合 部に は， 有害な すき 間がない。 

4.2.3 開閉機 構 及び 天井 内部の 検査 開閉機 構 及び 天井 内部の 検査 は， 次に よる。 

a) 開閉機 は， 強固に 取り付けられ， かつ, 油 漏れがない。 また， 点検に 必要な 空間が ある。 

b) ^取り シャフトの ブラケット は， 強固に 取り付けられ， その 軸受は 異常が なく， 十分に 注油され てい 

る。 

c) シャフト スプ ロケット は， それぞれの 中心が 合致して 損傷がない。 また， 卷 取り シャフト を 駆動して 
いる ローラ チェーンの 長さ 調整 は， 表 2 のた るみ を もたせ， かつ， その 損傷がない。 

表 2 ローラ チェーンの たるみ 長さ 



d) 



e) 
f) 

g) 



h) 



4.3 

a) 
b) 
c) 



配置の 伏 態 


たるみ 長さ 


水平 


軸 間 距離の 2 % 以上， 4 。/。以下 


軸 間 距離が 1 m 以上の 場合， 
垂直 又は 重荷 重で， 正 逆転 を 
繰 り 返す 場合 


軸 間 距離の 1 % 以上， 2 % 以下 



温度 ヒ ユー ズ 装置 と 連動して 自動的 に 閉鎖す る シャッター は， 温度 ヒ ユー ズが 天井の 室内 に 面す る 部 
分 又は 枠の 上部で 熱 を 有効に 感知で きる 場所に おいて， 断熱 性 を もつ 不燃 材料に 露出して 堅固に 取り 
付けられ ている。 また， 開閉機と ヒューズ 装置 を 連動す るた めの ワイヤ ロープ は 腐食が なく， 可動に 
支障な く 取り付けられ ている。 

自動 閉鎖 装置 は， 堅固に 取り付けられ， その 可動 部分 は 可動に 支障な く 取り付けられ ている。 
電動 開閉機 を 使用した 場合の 制御盤 は， 安全 かつ 容易に 点検で きる。 また， 端子 部分の 緩みが なく， 
各スィ ツチの 接点 は 良好で ある。 

大地と 各 線路の 絶縁抵抗 は， JISC 1302 に 規定す る 500 V, 100 MIX 絶縁抵抗 計 を 用い， 開閉器 を 遮断 
し， リミット スィッチの 作動し ない 状態， すなわち， シャッターが 半開の 状態で 検査し， 表 3 による。 

表 3 大地と 各 線路の 絶縁抵抗 



回路の 用途 


回路の 使用 電圧 V 


絶 二 抵抗 


電動機 主-回路 


300 以下の もの 


0.2 以上 


300 を 超える もの 


0.4 以上 


制御 回路 
國回路 


150 以下の もの 


0.1 以上 


150 を 超え 
300 以下の もの 


0.2 以上 



感知器 連動機 構の 連動 制御器 は， 随時 監視が できる 位置に 取り付けられ， 予備 電源 を 内蔵す る もの は， 

その 蓄電池 は 負荷 を かけた 後 も 作動 電圧 を 維持す る ものと する。 

感知器 連動機 構の 危害 防止 用 連動 中継 器の 蓄電池 は， 負荷 を かけた 後 も 作動 電圧 を 維持す る ものと す 

る。 

作動の 検査 作動の 検査 は， 次に よる。 

電動 開閉機 を 使用す る 場合 は， スィッチ 操作に よつ て 確実に シャツ ターの 開閉 動作 を 行 う 。 
リ ミット スィ ッ チの 作動 は， シャッターの 開閉の 上限と 下限の 正確な 位置に 停止す る。 
シャッターの 開閉に 際して は， 異常 音が なく， また， まぐ さ 及び ガイド レールの 遮 煙 機構 部分の 抵抗 
は 少なく， かつ， 円滑に 作動す る。 



著作権法 により 無断での わ; 械'. な は 禁止され ております。 
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d) 手動 閉鎖 装置の 操作 を すれば， シャッターの 閉鎖が 確実に 完了す る。 

e) 自動 閉鎖 装置 は， 熱 感知器， 煙 感知器 又は 熱 煙 複合 式 感知器 を 感知 させて 連動 制御器からの 起動 指示 
によって， 確実に 作動し， シャッター は全閉 する。 

f) 障害物 感知装置 （一般 型） 付きの シャッター は， 押しボタン スィッチ などの 信号に よる 降下 中には， 
障害物 感知装置 （一般 型） が 作動した 際に， 自動的に 停止す る 力 \ 又はい つたん 停止した 後に 反転 上 
昇して 停止す る。 

g) 障害物 感知装置 （自動 閉鎖 型） 付きの シャッター は， 連動 制御器からの 起動 指示に よって 降 ド中， 障 
害 物 感知装置 （自動 閉鎖 型） が 作動した ときに 自動的に 停止し， 障害物 除去 後 は 再 降下し， 完全に 閉 

鎖 1 る 。 

h) シャッター 開閉 時の 平均 速度 は， 表 4 による。 





表 4 シャッタ- 


- 開閉 時の 平均 速度 


単 fk m/min 


開閉 状態 


開口 高さ 




2 m 


2 m 以上 
5 m 未満 


1 1 以上 


電動 開閉 


2〜6 


2.5〜6.5 


3〜9 




(10〜30) 


(9.2〜24) 


(6.7〜20) 


自重 降下 


2〜6 


3〜7 


3〜9 




(10〜30) 


(8.6〜 2 0) 


(6.7〜20) 



備考 （ ） 内 は， s/m で 示す。 



i) 手動 式 開閉機 を 使用す る 場合 は， 巻 上げに 対して， 
- ハンドル 式の 操作 は， 回転 力 80N 以下 
- チヱ ーン 式の 操作 は， 引下げ 力 150N 以下 
とする。 ' 

なお， この 検査 は， シャッター カーテン を 床 面から 200 mm の 位置で 停止 させ， そのと きの ハン 
ド ル 回転 力 又は 鎖の 引 下 げカ を 測定す る 。 

5. 検査の 記録 検査の 結果 は， 次に よって 記録す る。 

a) 4. の 検査 方法に よって 検査した 結果 は， 記録に して 保管し， 又は 報告に 用いる。 

b) 検査 表に は， 取 付け 建築物 又は 工作物の 名称 及び 設置の 位置， しゅん ェ 年月， 検査 年月， 検査 者 氏名， 
製作 会社 名， 検査 事項に 対する 異常の 有無 並びに 処理の 状態 を 記録す る。 



^作 権 法に よ り 無断での ■ fe 褀等 ほ^ II： されて おり ます。 
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付表 1 検査 項目 一覧表 



検査 項目 


一... J- 、、ノ -| に- ； ,\ \\\ 厂" 

、J 法 測 疋 




内 の り 巾咼 




- —— 

2 


入フッ 卜 力、 み 台 わせ; さ 




3 


-J^ ノ し、、 ， 、， - HiH 

力つ 卜 レー ノレに. IPS 


開放 状 Jfe 


4 


j- /、ヽ ' it/, ブ い、 j-,^ ノ i_、、 l 、i zt ヽ vbi /fer 

ま く さ 及 ひ カイ 卜 レールの 損傷 






； (逸 煙 装置の 損 f 昜 




- —— 

6 


J 坐-板の まく さに ズ、」 f る 新] ま り 




7 


^■m m m)X ひその '表 小 


に- 1FI な k、l じお 匕 

閉顺 状！ lis 


8 


ス フット 及 ひ & 板の 損傷 




9 


遮 煙 材の 接触 状況 




10 


xAr -VXrZ ， にヒ —に7ズ \ rr^ +Ve な rlt 、1丄\、、, 门 

挫-板 と 1 木 ほ〗 と の fern 状 7 兄 




11 


まく さと カイト レールと の 接合 


■ は -| 機 稱及 ひ大井 内 部 


12 


WW 機の 取 付 け 緩み 及 ひ 油 漏れ 




13 


巻 取 り ンャフ ト の! ズ 




14 


―, w-tP , > _ > 17 ブ i、、 » 一- ィ 、 ， 

スフ ロケ ッ ト及ひ ロー フチ エー ン 




15 


MR ヒ ユース 取 付 け 状況 




16 


自動 閉 fe 装 K 




17 


制 盤の;/ 而卞, 及 ひ 接ん、'、 




18 


絶縁 抵ぉ L 値の 測疋 




19 


連^制 及 ひ 畜 竜 池 


//に ポム 、し は 亡? 匕 

作 勦 状! fe 


20 


<=s=r tr-f- . i cci ^j+f 354, r |-, M\k na 
危軎防 止-》 ト」 連動 中, fffi 器の 畜 f€/Hi 




21 


押しボタン による 操作 状況 




22 


リミット スィ ツチの 作動 状況 




23 


開閉 操作 中の 異' お 音 




24 


手動 閉鎖の 良否 




25 


連動 閉鎖の 良否 




26 


障害物 感知装置 （一般 型） の 作動 状況 




27 


障害物 感知装置 （自動 閉鎖 型） の 作動 状況 




28 


閉鎖 速度 




29 


手動 操作 力 



著作権法 により 無断での ネ , 転載 等 は 禁止され ております, 
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防火 シャッターの 検査 標準 
解 説 



この 解説 は， 本体に 規定した 事柄 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日本規格協会へ お願いします。 

1. 制定 • 改正の 趣旨 今回の 改正に 当たって は， 現行の 規格の 原案が 昭和 54 年 4 月 11 日に 作成され て 
から 年数が たち， その 内容が 現状に 合わな く なって いる こ と， 平成 15 年 3 月 20 日に 改正され た J1SA4705 

(重量 シ ャ ッ タ 一 構成 部材） と の 整合 を 図 る こと， 及び 平成 1 2 年 3 月 20 日 付けで 改正され た JIS Z 8301 
(規格 票の 様式） との 整合 を 図る こと を 考慮して 改正す る こと と した。 

2. 制定 • 改正の 経緯 2001 年 （平成 13 年） に 社団法人 日本 シャッター， ドア 協会 は， 防火 シャッター 
の 検査 標準 改正 原案 作成 委員会 （委員長 清 家 剛 東京大学 大学院 助教授） （末尾の 構成 表 参照） を 組織 
し， 改正 原案 を 経済 産業 省に 提出した。 

この 原案 を 基に， 経済 産業 省で は 日本 工業 標準 調査 会に 付議し， 所定の 手続き を 行い， 2002 年 10 月， 
曰 本 工業 標準 調査 会 建築 技術 専門 委員会で 決議され， 改正され た。 

3. 審議 中に 問題と なった 事項 原案の 作成 審議 段階に おける 事項 も 含み， 審^ 中 特に 問題に なった 事項 
で， 解説に 書き残す ことによって その 規格の 理解， 運用に 役立つ と 考えられ たもの を 記載す る。 

a) J1SZ8301 との 整合 JISZ8301 との 整合 を 図り， 規格 票の 体裁， 用語な ど を 改めた。 

b) スラッ 卜と ガイ ド レールの 片側 最低 かみ 合わせ 長さ JIS A 4705 に 合わせて， スラ ットと ガイ ドレー 
ルの 片側 最低 かみ 合わせ 長さ 20 mm を 追加した。 

c) 遮 煙 機構 を もつ まぐ さ 及び ガイド レール まぐ さ 及び ガイ ドレールの 遮 煙 機構 は， ^耗 しゃすい 材料 

(クロロプレンゴム， ガラス クロスな ど） を 使用して いる 場合が 多い ので， まぐ さ 及び ガイド レール 
と は 区別して， 別の 点検 項目と なって いる。 

d) 危害 防止 用 連動 中継 器 新たに 追加され た 危害 防止 用 連動 中継 器の 検査 基準 を 追加した。 危害 防止 用 
連動 中継 器と は， 煙 感知器 連動 又は 熱 感知器 連動の 防火 シャッター 及び 防 煙 シャッター において， 連 
動 制御器から 起動 信号 を 受け， 自動 閉鎖 装置に 作動 電源 を 供給す る もの をい う。 

e) 熱 煙 複合 式 感知器 熱 煙 複合 式 感知器 を 感知器に 追加した。 

f) 八ン ドル 式 操作 力 手動 式 開閉機の ハンドル 式 巻 上げ 操作 力 を JIS A 4705 に 合わせて 49.03 N から 80 
N に 変: 更 した。 

g) 障害物 感知装置 （一般 型） JIS A 4705 に 合わせて 障害物 感知装置 （一般 型） の 検査 基準 を 追加し， 
障害物 感知装置 （自動 閉鎖 型） が 追加され たため 名称 変更した。 

h) 障害物 感知装置 （自動 閉鎖 型） JIS A 4705 に 合わせて 障害物 感知装置 （自動 閉鎖 型） の 検査 基準 を 

追加した。 

解 1 



著作権法 により 無断での &K， fe« ，は^ I にされ てお り ます。 



解 2 

著作権法 により 無断での ffi お， ぉ«^ は禁 まされて おり ます。 
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A1313 ： 2003 解説 

なお， 障害物 感知装置 （自動 閉鎖 型） は， 人の 挟まれ 防止 を 主 目的に している ため， 人が シャツ タ 
一から 抜け出す ための 時間が 必要で あり， 一定 時間 後 再 降下 をす る ものである。 

4. 原案 作成 委員会の 構成 表 原案 作成 委員会の 構成 表 を 次に 示す。 

JISA1313 (防火 シャッターの 検査 標準） JIS 改正 原案 作成 委員会 構成 表 



(委貝 お 
(妥 貝） 



(関係者) 
(事務局) 



所属 

剛 東京大学 大学院 
二 国土 交通 省 住宅 局 
弘 独立 行政法 人 建築 研究所 
彦 経済 産業 省 製造 産業 局 
進 財団法人 日本規格協会 
一 財団法人べ ター リピン グ筑波 建築 試験 セ ン 
ター 

一 鹿 島 建設 株式会社 

二 株式会社 久米 設計 

基 株式会社 日本 設計 

彦 株式会社 松 田 平 田 設計 

弘 株式会社 山 下 設計 

義 小 俣 シャッター 工業 株式会社 

洋 三 和 シャッター 工業 株式会社 

男 東洋 シャッター 株式会社 

介 トス テム 鈴 木 シャツ 夕 一 株式会社 

史 文化 シャッター 株式会社 

治 経済 産業 省 産業 技術 環境 局 

彦 文化 シャッター 株式会社 

明 社団法人 日本 シャ ッ ター • ド ァ 協会 

一 社団法人 日本 シャッター' ドア 協会 

， 分科会 委員 を 兼ねる。 

(文 rr 有 山 敏彦） 



名 

氏 



健 泰 賢 

家 崎 藤 口 本 村 

清 岡 伊野 橋 中 



芳啓太 尚康正 



ま 



昌捋正 貞敏善 博 印 

〇 

藤 野 松 川 越 又 塚 口中 橋 山山 沼 藤 

考 

新 大富古 船 勝 飯 山 田 大撺有 大伊備 



〇 〇 〇 〇 〇 〇 



★ 内容に ついての お 問合せ は, 際 準 部 標準 調资 課へ FAX [FAX(03)3405-554I TEL(03)5770-I573] 

で ご連絡く ださい。 
★JIS 規^お の 止^ 3 が 発行され た^ 合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(0 当 協会 発行の 11 刊^"^ 準 化 ジャーナル" に. 正 • ^の 内容 を掲狨 いたします。 

(2) 原則として 每 )3^3 火 ii 日に， "日轻 鹿， 新 |ぎ' 及び "日刊 ェ笨新 fir の jis 発行の 広告 關 
で， j£ 誤 票が 発行され た JIS 規格^ 号 及び 規格の 名称 をお 知らせいた します。 
なお， 当 協会の 予約 考の 方に は， 予約され ている 部門で 正澳 票が 発行され た 場合， 自動 
的に お送りい たします。 

★JIS 規^ 票の ご注文 は， ^及^ 部 カス タマ一 サ一 ビス, [TEL(O3)3583-80O2 FAX(03)3583-0462] 

又は 下記の 当 協会 各 支部に おきましても ご注文 を 承って おります ので. お 申込みく ださい。 



JISA 1313 
防 火 シ ャッ ターの 晚 fc^Jl ( - 



平成 15 年 7 月 20 日 第 1 刷 発行 



» 集 兼 

55 行人 



坂れ 省 5 



^ 行 所 

財 面 法人 日本規格協会 

〒 1 07-8440 ^^都^ 区 赤 坂 4 厂目卜 24 



札 樓支郎 


〒060- 細 


札^ 巿 中央 区 北 3 条西 3 丁目 1 札 人 M 生命 ビル 内 
TEL (01 1)26 1-0045 FAX (011)221-4020 
fe<K ： 02760-7-4351 


東北 支部 


〒蠻 -001 4 


(山 台 市 青葉 区一 港町 2 丁目 5-22 GE ェジ ソ ン ビル 汕台内 
TEL(022)227-S336( 代^) FAX (022)266-0905 
friH ： 02200-J-«l66 


名古屋 支部 


T 460-0008 


名 古 18 市中 区^ 2 r 目 6-1 由出 ビル 別 ffi 内 

TCL(052)22l -SJI6(K^) FAX (052)203-4806 
%<¥t ： 0OSOO-2-23283 


関西 支部 


〒 54 卜 005 3 


大阪 巿 中央 区 本 町 3 丁 £| 4-10 本 町！ PfH ビル 内 
TEL (06)6261 -8086( 代ぷ） FA X (06)626 1 -9 1 1 4 
^.iv't ： (50910-2-2636 


広 烏 支部 


〒730-0011 


^中 区 « 町 544 広. お 商 上^ ぷ f r ビ ル内 

TEL (082)22 1-7023,7035.7036 FAX (OS2)2^3-7SW 
蒙替 ： 01340-9-9479 


四 SJ 支部 


〒760- 湖 


,；：； < 公 ii/ Mm 2 丁目 2- 1 JPR 高 松 ビ ル内 

TEL (OX7)R2l-785l FAX (087)«2 1 0261 
賺曹 ： 01680-2-3359 


福 岡 支 都 


〒 8 に- 002 5 


描 岡 市 博 多 区 店 g 町 1-31 お 京 生命 禰岡 ビル 内 
TEL(092J2S2-WS0 FAX (092)2S2-91 18 
jRW ： 01790-5-21632 



Prmicd in Japan 



SG 

2008-0^-04 SW 



Kfft.t*^ により 麵 断での flJW, は" lh されて おります 《 



JAPANESE INDUSTRIAL STANDARD 



Inspection standard of rolling fire 

doors 



JIS A 131 3 2003 



(JSDA/JSA) 



Revised 2003-07-08 



Investigated by 
Japanese Industrial Standards Committee 



Published by 
Japanese Standards Association 

定価 840 円 （本体 800 円) 



ICS 13.220.20;9 1.060.50 

Reference number ： JISA I313:2003(J) 



著作 fll 法に よ り滅 断での *». fc« ^は， ih されて おり ます,. 



